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中２数学Ｃ ２０１９年度２学期 本問解答 

§８ 立体の切断 

※ 欠席してしまった場合は、問 8.1～問 8.3を（余裕があれば問 8.4も）自分で確認し、
p.20～p.21の宿題 H8.1～H8.3に取り組んで提出してください。

問８.１

面 ABFE と DCGH は平行な平面なので交わ
らない。よって、面 ABFE に含まれる直線
PQと面 DHGCに含まれる直線 SRも交わら
ない。この２直線は同一平面（切断面）上に

あるので、交わらないということは平行であ

る。
PQ // SR

同様に、面 AEHD と BFGC が平行な平面で
あることから、

PS // QR

したがって、PQRSは平行四辺形である。

※ この事実は、今後証明せずに利用すること

にする。 

問８.２
(i) △ACFは正三角形である。

［理由］三辺が等しいから。

(ii) AE, BF, CG, DHの中点をK, L, M, Nとす
ると、KLMNは正方形である。

［理由］

直感的には「当たり前」であるが、証明して

おく。

四角形 AKLBは長方形になるので、
AB // KL  ··················································· ①
AB KL  ··················································· ②

①と同様に、

DC // NM  ················································· ③

なので、①, ③, AB // DCより
KL // NM

とわかる。したがって、

   K, L, M, Nは同一平面上にある。 ······· ④
②と同様に、

LM BC, MN CD, NK DA  
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であるから、AB BC CD DA   より
KL LM MN NK  

よって、④と合わせて、

KLMNはひし形 ······································· ⑤
である。

さらに、 AB BFGC面 なので、これと①よ

り

KL BFGC面
∴ 0KLM 9 ∠  ············································ ⑥
⑤, ⑥より、KLMN は一つの内角が90のひ
し形なので正方形である。

(iii) 正五角形が切り口に現れることはない。

［理由］

切り口に現れる多角形の辺は、立方体の面と、

切断する平面との交わりである。立方体は、

向かい合う 3組の面が平行であるような 6面
からなるので、このうちの 5つの面を選ぶと、
2 組の平行な平面が含まれる。したがって、
切り口に現れる五角形には、2 組の平行な辺
がある。

一方、正五角形の辺は、どの二つも平行では

ないので、これが切り口に現れることはない。

(iv) DA, AE, EF, FG, GC, CDの中点を P, Q, R, 
S, T, Uとすると、六角形 PQRSTUは正
六角形である。

［理由］

長くなるので、細部は省略する。

P, Q, R, S, T, Uが同一平面上にあること
(1) PQ // DE // URなので、P, Q, U, Rは同一
平面上にある。

(2) QR // AF // PSなので、Q, R, S, Pは同一
平面上にある。

(3) RS // EG // QTなので、R, S, T, Qは同一
平面上にある。

(1), (2)より、平面 PQRは Uと Sを含み、P, Q, 
R, U, Sは同一平面上にあることが分かり、(3)
よりこの平面は Tも含む。よって、P, Q, R, S, 
T, Uは同一平面上にある。
あとは、この六角形 PQRSTUが正六角形であ
ること、つまり、すべての辺の長さが等しく、

すべての内角の大きさが等しいことを確認

しよう。

すべての辺が等しいこと

△APQ, △EQR, △FRS, △GST, △CTUおよ
び△DUP は二辺夾角相等で合同な三角形と
分かるので、対応辺を考えて

PQ QR RS ST TU UP      ·············· ①

すべての内角が等しいこと

△PAE, △QEF, △RFG, △SGC, △TCDおよ
び△UDA は二辺夾角相等で合同な三角形と
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分かるので、対応辺を考えて、
PE QF RG SC TD UA    

このことと
ER FS GT CU DP AQ    

PER QFS RGT

SCU TDP UAQ 90

 
   

∠ ∠ ∠

∠ ∠ ∠

より、二辺夾角相等で△PER, △QFS, △RGT, 
△SCU, △TDPおよび△UAQは合同で、対応
辺を考えて、

PR QS RT SU TP UQ      ·············· ②
①,②から、△PQR, △QRS, △RST, △STU, 
△TUP および△UPQ は三辺相等で合同とな
り、対応角を考えて、

PQR QRS RST

STU TUP UPQ

 
  

∠ ∠ ∠

∠ ∠ ∠

以上より、PQRSTUは正六角形である。

(v) 正七角形が切り口に現れることはない。

［理由］

切り口に現れる多角形の辺は、立方体の面と、

切断する平面との交わりである。立方体は、

6 面しかないので、切り口の多角形には最大
でも 6つの辺しかない。したがって、そもそ
も七角形の切り口が現れることはない。

問８.３ 

DQの長さ
△ADQと△GFPにおいて、

AD GF  ··················································· ①
APGQは平行四辺形なので

AQ GP  ··················································· ②
また

ADQ GFP 90  ∠ ∠  ····························· ③
①, ②, ③より、斜辺一辺相等で

ADQ GFP△△

よって、対応辺を考えて、
DQ FP 2 

(1) 周の長さ
APGQは平行四辺形なので、向かい合う
辺の長さは等しく、周の長さは

AP PG GQ QA 2(AP PG)    
として計算できる。

△ABPは直角二等辺三角形であるから、

AP 2AB 3 2 
△PFGにピタゴラスの定理を用いて、

2 2 2 2PG PF FG 2 4 2 5    
よって、周の長さは

 
2(AP PG)

2 3 2 2 5 6 2 4 5



   

面積

APGQは平行四辺形なので、その面積は
△APGの 2倍である。△APGについて、
AP , PGの長さは分かっているので、残
りの一辺である AGの長さが分かれば、
例えば Pから AGへ下ろした垂線の長さ
が計算できる。

3

2

A

B C

D

E

F

H
P

Q

5

G

4

A B

CD

E F

GH

P

T

Q

R

U

S



4 

AGは直方体 ABCD-EFGHの対角線だか
ら、問 6.1と同様に計算できる。
AE EFGH面 より、 AEG 90∠ だか

ら、△AEGにピタゴラスの定理を用いて、     
2 2

2 2 2

2 2 2

AG AE EG

AE (EF FG )

EFG

5 3 4 5 2

 

  

  

（△ にピタゴラスの定理）

=

Pから AGへ下ろした垂線の足を Iとし、
AI , PIx y  とおく。

△APIにピタゴラスの定理を用いて、

 2
2 2 3 2x y   ······························· ④

△GPIにピタゴラスの定理を用いて、

   2
2 2

5 2 2 5x y    ················· ⑤

④ ⑤より

     
 

2 2 2
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2 2
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50 10 2 18 20

50 10 2 2

10 2 48

48

x x

x x x

x x x

x

x

   

    
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


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

④に代入して

 
2

2
2 12 2

3 2
5

288 162
18

25 25

y
 

    
 

  

∴
9 2

( 0)
5

y  

したがって、APGQの面積は

2 APG=2△
1

2


5 2

AG PI

9 2
18

5

 

 

(2) 六面体 APGQ-EFGH を、2 つの四角錐
G-APFEと G-AQHEに分割して考える。

直方体の辺 GFが面 ABFEと垂直なこと
から、G-APFEの APFEを底面としたと
きの高さは GF であり、GH が面 AEHD
と垂直なことから、G-AQHE の AQHE
を底面としたときの高さは GHになって
いる。

よって、

[ APFE ] GF

1
(PF AE

[G-AP

) FE GF
2

1 1
(2 5) 3 4 14

3

FE ]

1
3
1
3

2

 

 
     
 
 

       
 




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積

3
A

B
C

D

E

F G

H
P

Q

2

5

4

3

2

3

2

5

4A

B
C

D

E

F

H
P

Q

2

G

P

AG I
5 2

y
52 23

x25 x



5 

[ AEHQ ] GH

1
(AE QH

[G-AE

) EH GH
2

1 1
(5 3) 4 3 16

3

HQ ]

1
3
1
3

2

 

 
     
 
 

       
 





体

面積

の

の

積

以上より、

[ APGQ-EFGH ]

[G-APFE ] [G-AEHQ ]

14 16 30

 

  

の体積

の体積 の体積

※ APGQ-EFGHと GQAP-CDABは鏡像の位
置におくことができ、体積は等しい。こ

のことに気付けば、その体積を、直方体

ABCD-EFGHの半分として
3 4 5

30
2

 


と計算できる。

(3) 求める垂線の長さは、四角錐 C-APGQの、
APGQ を底面としたときの高さである。
四角錐 C-APGQ は六面体 GQAP-CDAB
から、三角錐 C-ABPと C-ADQを除いた
ものであることに注目しよう。

GQAP-CDABの体積
GQAP-CDABは直方体ABCD-EFGHから
(2)で体積を計算した APGQ-EFGH を除
いたものなので、体積は

4 5 0 303 3   
C-ABPの体積
△ABPを底面としたときの高さが CBな
ので、

1
ABP CB 3 3 4 6

2
1 1
3 3

 
        

 
△

C-ADQの体積
△ADQを底面としたときの高さがCDな
ので、

1
ADQ CD 4 2 3 4

2
1 1
3 3

 
        

 
△

よって、C-APGQの体積は
30 6 4 20  

Cから平面APGQへ下ろした垂線の長さ
を hとおくと、C-APGQ の体積に注目し
て

[ APGQ ] 20
1
3

h  の面積

なので、(1)より
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問８.４ 
(1)

FH, AHの中点をそれぞれM, Nとする。
△EFHにおいて、

EF=EH, FM=HMより、EM⊥FH 
△CFHにおいて、

CF=CH, FM=HMより、CM⊥FH 
したがって、EM∦CMにも注意して、
面 ECM⊥FH 

だから、

   EC⊥FH ··········································· ①
同様に、面 ECN⊥AHで、

EC⊥AH··········································· ②
が分かる。①, ②より、FH∦AHにも注意
して、

EC⊥面 AFH ··································· ③
が示された。

(2)

ECと面 AFHの交点を Iとする。(1)より、
EIh  である。

面 ECMによる断面を考えよう。AE, CG
は、ともに面 ABCD に垂直だから

AE // CGであり、A, E, G, Cは同一平面

上にある。また、EFGHは正方形だから
Mは EGの中点でもあり、面 ECMは面
AEGCと一致することに注意する。

AE // CGに加え、AE=CG, AE⊥ACであ

るから、AEGCは長方形である。ゆえに、
AC // EG

であり、平行線と比の定理より、

IC EM : AC

EM : EG

:

:

1

EI

2





したがって、 EIh  は EC の
1
3
倍 であ

る。

※ EC⊥FHだけ先に確認し、面 AEGC内で
CE⊥AMを確認（例えば△AEM∽△CAE
から）することで、EC⊥面 AFHを示す
ことも出来る。
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